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中谷 彪 著 

 

木木村村久久夫夫  遺遺稿稿のの研研究究  

１． 久夫の生と死 

（１）『哲学通論』欄外余白に「手記」 

（２）処刑前に「遺書を綴る」 

２．父から塩尻への手紙と遺書（写） 

（１）久夫の死の連絡 

（２）久夫の遺書（写）を同封 

（３）感動的な塩尻の返信 

（４）塩尻、手記を書写 

３．塩尻「或る遺書について」を執筆 

（１）爆発的な著作活動 

（２）「或る遺書」の執筆と発表 

４．『こえ』久夫遺稿の編集過程 

（１）『こえ』の遺稿募集 

（２）父、遺稿の寄稿を決意する 

（３）久夫遺稿の寄稿 

５．編集委員会における久夫遺稿の編集 

（１）編集委員会における審査 

（２）遂に「入稿原稿」となる 

６．木村久夫遺稿の編集で明らかになったこと 

（１）久夫遺稿は父が編集 

（２）父が久夫遺稿を編集したことに伴う諸問題 

（３）編集員会の編集について 

付録 木村久夫・木村久・塩尻公明の略年譜 
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